
ogawa
テキスト ボックス
日射データの熱に関する波長は53%。　夜も昼も地球から宇宙に放熱。
地面への輻射熱は熱伝達で空気に熱を伝える。　熱も水蒸気も見えない。

mase
テキスト ボックス
　太陽からの熱エネルギー＝冷暖房負荷について、そのメカニズムを誰も的確に把握していな　かった。
　　精密に計算する程誤差が大きくなる。　→　過剰設計の原因。
　



冬無風 冷暖房負荷のピークは無風時に起こる

室温23ﾟC 厚み α,λ １／Ｋ 温度

Ｋ＝ 0.404 Q= 10.802 ｗ/hｍ2

ROOM 0 23

内壁面 12.6 12.6 6 0.167 21.452

ボード 24.6 12 0.17 0.071 20.796

RW100 74.6 50 0.043 1.163 9.994

ALC100 174.6 100 0.11 0.909 1.548

外壁面 187.2 12.6 6 0.167 0.000

外気 187.2 0.00

平均λ 0.0756

合計 187.2046 2.475803175

放熱考慮 放射熱kw -40.0 放熱 Q1= ｊ49*(L49-L51)

厚み α,λ １／Ｋ 温度 = （t-to)xα

Ｋ＝ 0.433 Q= 13.5 ｗ/hｍ2 熱負荷 Q2= +k53*(L49-L44)

ROOM 0 23.0 = （t-ti)xＫ1

内壁 12.6 12.6 6 0.1667 21.07 ｔ＝

ボード 24.6 12 0.17 0.0706 20.25 (SUN・0.86+to・α+ti・Ｋ1)

RW100 74.6 50 0.043 1.1628 6.75 ／(α+Ｋ1)＝ -3.80

ALC100 174.6 100 0.11 0.9091 -3.80

外壁 187.2 12.6 6 0.1667 -3.80 実温度

外気 187.2 0.0

平均λ 0.0756

合計 187.2046 2.309136509

Ｋ＝ 0.433

冬無風 1.24928 無風時放射冷却で4℃下回ると負荷は25％増加。

夏無風時

室温26ﾟC 厚み α,λ １／Ｋ 温度

Ｋ＝ 0.415 Q= 9.893 ｗ/hｍ2

ROOM 0 26

内壁面 12.6 12.6 6 0.1667 27.418

ボード 24.6 12 0.17 0.0706 28.019

RW100 74.6 50 0.043 1.1628 37.911

ALC100 174.6 100 0.11 0.9091 45.646

外壁 182.2 7.6 10 0.1000 46.496

仮想外気 182.2 46.5

平均λ 0.0756

合計 182.1636 2.4091

輻射熱考慮 日射熱kw 144 放熱 Q1= ｊ49*(L49-L51)

厚み α,λ １／Ｋ 温度 = （t-to)xα

Ｋ＝ 0.433 Q= 10.32 ｗ/hｍ2 熱負荷 Q2= +k53*(L49-L44)

ROOM 0 26 = （t-ti)xＫ1

内壁 12.6 12.6 6 0.1667 27.479 ｔ＝

ボード 24.6 12 0.17 0.0706 28.106 (SUN・0.86+to・α+ti・Ｋ1)

RW100 74.6 50 0.043 1.1628 38.427 ／(α+Ｋ1)＝ 46.50

ALC100 174.6 100 0.11 0.9091 46.496

外壁面　ｔ℃ 182.2 7.6 10 0.1000 46.5 実温度

外気 182.2 35

平均λ 0.0756 8.88

合計 182.1636 2.3091

夏無風時水平面温度が47℃の時、見掛け上相当温度差は47-26＝21℃

mase
吹き出し
極めて少ない日射熱


